
定年退職予定者への就職援護説明会開催
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
：
山
下
真
司
一
等
空
佐
）
は
令
和
二
年
十
一
月
十
九
日

し
な
が
ら
、
再
就
職
に
向
け
て
の
取
り
組
み
方
や
適
職
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
。

埼
玉
地
本
で
は
、
今
後
も
退
職
予
定
隊
員
に
親
身
に
向
き
合
い
、
退
職
後
の
生
活
の
安
定
に
寄

定
隊
員
就
職
援
護
説
明
会
を
開
催
し
た
。

進
を
図
っ
た
他
、
就
職
援
護
の
要
領
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
援
護
セ
ン
タ
ー
員
と
自
衛

参
加
し
た
隊
員
か
ら
は
、
再
就
職
活
動
に
向
け
て
の
心
構
え
と
意
識
改
革
が
で
き
、
大
変
参
考

と
准
曹
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
埼
玉
県
内
に
就
職
を
希
望
す
る
六
名
の
隊
員
が
参
加
し
、
現
在

隊
援
護
協
会
東
京
支
部
主
幹
が
各
退
職
予
定
隊
員
と
個
別
に
面
談
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
確
認

に
な
っ
た
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

（
木
）、
埼
玉
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
（
大
宮
駐
屯
地
内
）
で
、
今
年
度
三
回
目
と
な
る
定
年
退
職
予

の
雇
用
情
勢
を
は
じ
め
と
し
た
、
若
年
定
年
者
の
再
就
職
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
の
理
解
促

与
す
る
質
の
高
い
援
護
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
説
明
会
は
令
和
三
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
定
年
退
職
す
る
幹
部
（
二
佐
以
下
）

市街地広報活動実施
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

山
下
１
空
佐
）
は
、

催
し
、
当
日
は
約
３
０
０
名
の
募
集
対
象
者
で
に
ぎ
わ

し
い
生
活
様
式
」
に
則
っ
と
り
実
施
し
た
。

は
「
予
想
以
上
に
重
た
か
っ
た
。
私
も
訓
練
す
れ
ば
背

い
た
参
加
者
か
ら
「
こ
れ
は
何
の
為
に
使
う
の
で
す
か
」

埼
玉
地
本
で
は
、
今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期

鐘
塚
公
園
に
お
い
て
、
大
宮
駐
屯
地
に
所
在
す
る
中
央

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、
ソ
ー
シ

た
。 会

場
で
は
、
高
機
動
車
や
化
学
器
材
等
の
装
備
品
の

終
始
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

遣
隊
の
支
援
を
受
け
市
街
地
広
報
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

う
と
と
も
に
自
衛
官
募
集
Ｐ
Ｒ
と
い
う
趣
旨
の
も
と
開

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や
マ
ス
ク
着
用
等
、「
新

重
さ
約
２
０
㎏
の
背
の
う
体
験
で
は
、
参
加
者
か
ら

展
示
を
行
っ
た
。
隊
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

令
和
２
年
１
１
月
２
０
日(

金)

さ
い
た
ま
市
大
宮
区

た
。

っ
た
。

「
早
く
乗
っ
て
み
た
い
！
」
等
様
々
な
感
想
が
聞
か
れ

負
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

特
殊
武
器
防
護
隊
及
び
第
１
２
６
地
区
警
務
隊
大
宮
派

し
な
が
ら
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
良
質
な
人
材


